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論文の内容の要旨 

 

論文題目 「神のために」まとうヴェール 

――現代エジプトのムハッジャバ増加現象と宗教言説の浸透 

氏名   後藤絵美 

 

現在のエジプトではムスリム女性の多くが何らかのヴェールを日常的に着用している。

ここで言う「ヴェール」には、衣服や頭髪を覆うスカーフ、面紗、手袋などが含まれる。 

19 世紀末、ムスリム女性がヴェールで顔や身体を覆う姿は、中東諸国の後進性の象徴と

して、内外の知識人層から激しく非難されるようになった。結果として、エジプトでは 20

世紀初頭以来、ヴェールを脱がせよう、脱ぎ去ろうという動きが始まった。その後、1950

年代から 60 年代にかけてのアラブ社会主義の広がりとそれに伴う女性の労働市場への進出

を経て、ほぼ廃れかけたかに見えたヴェールが、大学生らを中心に復活したのは、70 年頃

のことである。それは「イスラーム服」や「イスラームの道に適った衣服」、あるいは「ヒ

ジャーブ」と呼ばれ、それをまとう女性はムハッジャバ（ヒジャーブをまとった女性）と

呼ばれた。ムハッジャバの数は 80 年代、90 年代を通して徐々に増加した。さらに 2000 年

頃には、ヒジャーブ着用が一種の流行のように急激に広がり、2000 年代半ばまでには、腕

や脚を露出する女性や髪を覆わない女性は、エジプトにおいて少数派となっていた。 

本研究は、現代エジプトにおけるこの「ムハッジャバ増加現象」の理解を目指すもので

ある。同現象は、これまで多くの研究者によって論じられてきた。そこで提示されたのは

主に次のような議論であった。ヴェール／ヒジャーブの着用は、20 世紀後半におけるエジ

プトの社会・経済的な大きな変化と、相も変わらぬ伝統的でイスラーム的な思考様式との

はざまで板挟みになった女性たちが、よりよく生きるために選択した手段や方策、あるい

は戦略であった、というものである。すなわち、50 年代以来の女性の社会進出、そして 70

年代半ばの経済的な変化の中で、（とくに中産階級以下の）女性たちは就業し、所得を得る

ことを期待されるようになった。一方で、人々の意識には「公空間は男性のもの、女性の

居場所は家であり、その役割は妻や母として家族に尽くすことである」という考えが根強

く残っていた。そうした状況下、就業・就学する女性たちはヒジャーブの着用を選択した。
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それによって公空間にいながら自らの身体を「象徴的」に消去し、かつ、自らが「伝統的」

な価値観や行動様式を尊重していることを誇示したのである。そうして、直面する（かも

しれない）問題や不利益を解消し、「よき女性」のみが得られる利益を獲得しようとした、

というのである。 

本研究序章では、先行研究の中でこうした議論が導き出される過程に二つの問題点があ

ったことを指摘する。一つは、女性たちにヴェール着用を促したという思考様式について

の考察の不足である。先行研究の多くは、エジプトが経験した「社会・経済的な大きな変

化」を詳細に論じる一方で、ヴェール／ヒジャーブ着用に関わる思考様式については、そ

の内容や歴史的な背景、変化や変容の有無などを明らかにしないまま、それらがあたかも

自明で不変なもののように扱ってきた。もう一つの問題点は、ヴェール着用を選択した女

性たちの言葉とされるものの一部（宗教的な知識や意識、感情や感覚に関わる言葉）が考

察から外されてきた、という点である。 

ヴェール着用に関わる思考様式や「女性たちの言葉」のうちこれまで捨象されてきた部

分に注目したとき、現代エジプトのムハッジャバ増加現象はどのようなものとして見えて

くるのか。本研究は、先行研究とは異なる場所に光をあてることで同現象を新たな形で照

射しようという試みである。 

2000 年代前半のエジプトで筆者が女性たちにヒジャーブ着用の理由を尋ねたとき、返っ

てきた答えの中に次のようなものがあった。「ヒジャーブをまとわない自分はムスリムでは

ないのか、と不安になった。」「（ある日、突然、）神のことがたまらなく美しく、たまらな

く素晴らしく思えた。それで、神のために何かしたいと思った。だからヒジャーブをまと

った。」こうした言葉は、いったい、どのような土台、そして論理の上に成り立つものだっ

たのか。彼女たちはなぜ、そうした言葉で自らのヴェール着用を語ったのか。本研究では

女性たちを取り巻いていた「知的状況」に注目し、これらの問いに答えていく。 

当時のエジプトには、ヒジャーブに関する本や新聞・雑誌記事、冊子、説教の録音テー

プ、テレビ番組などが人々の生活空間に溢れていた。そうしたメディアを通して、男女の

知識人らは、ヒジャーブ着用がムスリム女性の宗教義務であるか否かを論じたり、ヒジャ

ーブ着用の実践を促すための助言や警告を発したりしてきた。また、雑誌記事やテレビ番

組の中では、著名な女性たちがいかにしてヒジャーブ着用を決意するに至ったのかを語る

特集が組まれていた。本研究では、こうして流布していた情報を整理する中で、上述のよ

うな女性たちの言葉の持つ文脈を明らかにしていく。 

本文は二部五章から成る。第一部「聖典とヴェール」では、背景的な情報の整理を行な
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う。近年のエジプトで聞かれたヒジャーブに関する議論には、ほぼ例外なく、イスラーム

の啓典であるクルアーンへの言及が見られる。そこで、第一章「クルアーンとヴェール――

啓示の背景とその解釈」では、ヴェール／ヒジャーブとの関わりが深いとされるクルアー

ンの三つの章句（24 章 31 節、33 章 53 節、59 節）について、それらが啓示として下された

背景や状況、そしてその意味が、初期イスラームから中世期の文献の中でどのように説明

されてきたのかを概観する。同章の中で明らかになるのは、これらの章句がなぜ、どのよ

うな状況において啓示として下され、それぞれ何を意味するものだったかについて、その

可能性を提示することはできても確実なところはわからない、ということである。初期の

文献の中には、それぞれの啓示の目的や背景、意味について、複数の異なる伝承が残され

ていたり、伝承がまったくなかったりする。そうした状況の下、後世のクルアーン注釈者

らは、それらについて比較的自由な解釈を提示してきた。同章の後半部分は、そのさまを

描き出すものである。 

中世期以前の啓示解釈をめぐるそのような状況は、現代の議論にも大きく影響している。

第二章「現代エジプトと「ヒジャーブ」――ヴェール着用の義務をめぐる議論とその宗教的

根拠」は、その点について、ある論争を題材に見ていくものである。1994 年、エジプトの

世俗的な週刊大衆誌『ルーズ・ユースフ』に、「ヒジャーブはイスラームにおいて義務か否

か」をめぐる論争が掲載された。これは、法律家のアシュマーウィーと宗教学者のタンタ

ーウィーによる議論で、両者は同じクルアーンの章句やハディース、過去のクルアーン注

釈者やイスラーム法学者らの見解を引きながら、正反対の主張を行なった。同章では、両

者が掲げた論点と論拠を辿るとともに、「ヒジャーブ」という言葉の現代エジプトにおける

含意とその起源に考察を広げていく。そこで明らかになるのは、現代のエジプトでは、ヒ

ジャーブに関する議論が、実に幅広い宗教的根拠に基づき、恣意性をもって行なわれてき

たということである。この状況においては、誰もが、ヒジャーブはイスラームにおいて義

務であるとも義務ではないとも「正当に」主張し得るということになる。 

ところが、少なくとも 2000 年代前半までには、「ヒジャーブ（＝主として顔と両手を除

く全身を覆うものの着用）は義務である」という声が主流となっていた。第二部「ヴェー

ル着用を支えるもの」では後者に目を向ける。1970 年代以来、エジプトでは従来の宗教書

や新聞・雑誌に加えて、宗教冊子や説教テープ（説教師による宗教講話を録音したカセッ

トテープ）がイスラームに関する知識を運ぶ主要なメディアとなっていた。そこで、第三

章「「ヒジャーブ」をまとうまで――宗教冊子と説教が伝えるヴェール着用の理由」では、

宗教冊子や説教テープのうちヒジャーブ着用を促す内容のものを取り上げ、それらに共通
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する点を整理するという作業を行なう。主な資料は 2004 年に出版された宗教冊子『ヒジャ

ーブに関する対話』である。これは四人の女子大学生が登場する戯曲形式のもので、はじ

めは四人のうち一人だけがヒジャーブを着用していたが、イスラームの知識の豊富な彼女

と話をするうちに、その説明に納得して一人、二人とヒジャーブを手に取っていく、とい

う筋のものである。同章では、登場人物がどのような説明に納得したのか、そして、それ

らの説明の背後にどのような論理や思想があったのかを、その他の著述や説教を併せて参

照しながら検討する。結果として見えてくるのは、ヒジャーブにまつわる次のような言説

の存在である。「ヒジャーブ着用は神の命令であり、それを遵守する者は現世と来世におい

て神からの恩恵を得る。遵守しない者は現世と来世において不幸になる。」 

第四章「人気説教師とヒジャーブ――ヴェールの流行と言説の変容」は、この言説内部の

変化や変容に注目するものである。2000 年代前半、多くの女性にヴェール着用を決意させ

たとして知られた人物がいた。アムル・ハーリドという名のその男性説教師の説教『ヒジ

ャーブ』（2000）を、同じ主題を扱ったその他の著述や説教と比較する中で明らかになるの

は、後者においてヒジャーブが、男性が
．．．

神との良好な関係を得るために女性に
．．．

まとわせる
．．．．．

もの
．．

であったのに対し、前者（ハーリドの説教）では、女性自身が
．．．．．

神への「信仰心」から

まとう
．．．

べきもの
．．．．

となっていた、ということである。これを上述の言説に当てはめて言い換

えると、神の命令の実行者であり、神の恩恵の受益者や懲罰の対象者が男性から女性へと

変化した、ということになる。同章では、女性を主体とし、その「信仰心」とヒジャーブ

の繫がりを強調するという言説の普及が、2000 年代のムハッジャバ急増の一因となった可

能性を提示する。 

第五章「芸能人女性の「悔悛」とヒジャーブ――ヴェール着用を支えた出来事と思想」は、

そうした言説が、2000 年代以前から脈々と存在してきたことを指摘するものである。1980

年代以来、エジプトでは多数の著名な女優や歌手、ベリーダンサーらが、ヒジャーブ着用

を決意し、引退したり、活動の場を変えたりしてきた。「悔悛した芸能人女性たち」と呼ば

れるこれらの人々は、ヒジャーブ着用の選択について何を語ってきたのか。それを見てい

く中で明らかになるのは、女性を主体とし、その「信仰心」とヒジャーブの繫がりを強調

するという上述の言説が、「出来事」という要素によって支えられていたことである。女性

たちは、例えば、臨死体験や夢、宗教行為の中での不可思議な感覚の体験といった出来事

を神の導きと捉え、その結果、ヒジャーブ着用を決意したと語ってきた。同章では、そう

した出来事が神の導きと捉えられる背景に、さまざまな宗教思想――現世や来世をめぐる思

想や「真なる夢」という思想、「崇拝」という思想など――の存在があったことを示した。 
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以上、五つの章を通して明らかになるのは、ヴェール着用に関わる思考様式が自明なも

のでも不変なものでもなかった、ということである。そして、先行研究の中で捨象されて

きた「女性たちの言葉」に注目する中で見えてくるのは、現代エジプトのムハッジャバ増

加現象の背景の一つに、一定の思考様式――あるいは「女性を主体とし、その「信仰心」と

ヒジャーブの繫がりを強調するという言説」――の、社会の中での、そして個々人の中での

浸透があった、という可能性である。 


